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１．研修会等の実施状況の紹介

ＩＮＤＥＸ ２．相談員から

３．１０～１２月の研修のお知らせ＆トピックス

１．研修会等の実施状況の紹介

平成２２年度の研修は、“今、事業場で必要とされているものは何か、”ということを

施していない研修テーマにも取り組んできました。昨年より研修回数は少ないながらも

は大きく上回っております。６月から９月までに開催した研修会のうち、一部の状況をご

(1) 熱中症予防対策研修（6 月 11～18 日開催：衛生管理者等研修）

熱中症予防対策をテーマとした研修を６月の全国労

働安全週間の準備期間において、岩手労働基準協会盛岡

支部（6 月 11 日開催）、大船渡支部（6 月 15 日開催）、

一関支部（6月 16 日開催）、陸災防岩手県支部（6月 18

日開催）とそれぞれ共催して、４箇所で開催し、合計３

０１名の参加数となりました。

この夏は猛暑が続き熱中症が多発しましたことから、

大変タイムリーな研修となりました。

（写真は 6月 11 日、基準協会盛岡支部と共催開催した際の

(2) 保護具の使用の実地研修（7 月 16 日開催：衛生管理者等研修）

有害環境での作業においての対策として、保護具が用いられるケースが多く

かし、各種保護具は正しい着用法と点検整備が行なわれていないと効果が期待

から、盛岡工業団地協同組合の協力により、保護具の使用方法等の講義の後、

ている防じんマスクと耳栓を持ち寄って、その効果の測定実習を行ないました

題がある場合には、着用方法の改善や保護具の点検などを行なって効果を確認

受講者からは、｢普段使用しているマスクの効果をはっきりと数字で見ること

い着用の重要性が実感できてよかった。｣というようなコメントをいただきまし

（講義の様子） （防じんマスクの効果の測定と着用指導） （耳栓の効果の
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(3) 産業看護職研修

7月 22日と 8月 6日に外部講師を招いての研修と普段職場

で抱えている問題について、講師を交えて意見交換、情報交

換を行ないました。

産業看護職は、大半が勤務する事業場の労働者の健康管理

に 1人で携わっている状況であり、講師の講義をもとにして

の活発な意見交換、情報交換が行なわれました。

（写真は 7月 22 日の研修の様子です）

(4) 健康いわて２１プラン：心の健康と歯の健康

健康いわて 21 プランは、2001 年に策定され、早世の減少、健康寿命の延伸により生活の質、

人生の質の向上等を実現するため、2012 年までに各種取組みを行う

こととしたもので、当センターもその推進に取り組んできました。

本年は、心の健康についての職場と家庭と地域の連携についてと、

全ての健康のもとである食生活のおおもとを支える歯の健康をテ

ーマとし、それぞれ、専門の医師、歯科医を講師として研修会を行

ないました。

（写真は、心の健康に関する講義の様子です）

(5) ＡＥＤと救急蘇生（救急救命講習・衛生管理者等研修）

8 月 23 日に、陸災防岩手県

支部と共催で、消防署の救急救

命士を講師に招き、救急救命講

習を行ないました。当初 30 名

の定員で募集しましたが、50

名を超える申込みがあり、講義

の後、５班に分かれて、一人ず

つ消防署の救急隊員の指導の

もとで実技研修を行ないました。 （講義の様子） （心肺蘇生法の実地研修）

(6) 作業環境改善と作業効率化による腰痛などの負傷防止対策研修（衛生管理者等研修）

現在、発生件数が最多の職業性疾病は、災害性腰痛となって

いることから、その防止をテーマとした研修を実施しました。

研修内容は、従来と異なり、衛生工学担当相談員を講師とし

て、人間工学による作業改善の観点からの防止対策の講義を行

っていただきました。

受講者より、｢予想もしていなかった内容でよかった｣という

コメントをいただきました。

（写真は、講義の様子です）

(7) 全国労働衛生週間準備期間のセミナー

例年、９月の全国労働衛生週間準備期間は、岩手労働基準協会

各支部等と共催して、セミナー等を実施しています。今年も、９

月８日の一関支部の｢はたらく人の健康セミナー｣をかわきりに、

各支部との共催で実施しました。

（写真は、基準協会一関支部の講義の様子です）
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２．相談員から

(1) 禁煙宣言

あなたはタバコを吸いますか？

最近喫煙者はどんどん減っています。しかも学校・病院・公共施設・

交通機関に加えて、路上や飲食店などで全面禁煙にする所が増えてい

ます。

私の会社でも、ここ数年で空間分煙と時間分煙、すなわち休憩室以

外の所に自分たちで喫煙所をこしらえ、その喫煙所が厚労省のガイド

ラインに合致する機能を有するかどうか認証されてから使用するこ

と、かつ使用するのは休憩時間内に限ること、ということにしました。

だから、時間には一斉に利用され、せまい・臭い・暑苦しい、がまん？、が続いて

います。一方では社内診療所での禁煙治療も始め、禁煙宣言した人を公表し、みご

とゴールすると工場長表彰しています。自分や他人の健康に重大な影響をおよぼす危険有害物を排除する、

リスクアセスメントの理屈からです。

今度、トヨタ自動車グループ各社が「敷地内全面禁煙」を目指す方針をぶち挙げました。「喫煙禁止法」

「タバコ障害防止規則」などが制定されて取締りが始まってからではなく、われわれは率先垂範しよう、

という意気込みです。

そう、タバコは毒物です、すぐ止めましょう。常習喫煙はタバコ依存症という病気なので、治療を受け

ればいいのです。

関東自動車工業岩手工場専属産業医 中屋重直（産業医学相談員）

(2) リジリエンシー （メルマガ相談員コラムから）

どんなストレスにも耐えられる強い精神を鍛えるのは、なかなか難しいことです。心の健康を維持する

ためには、強いストレスを体験して時に折れそうになったとしても、本来の心の状態に戻ったり、ストレ

スの衝撃をできるだけ減らしたりできる、『心のしなやかさ』が大切だ、という考え方があります。「リジ

リエンシー（回復力・弾力性）」といって、子どもの研究から生まれた考えですが、働く人にとってもヒン

トになるのではないでしょうか。

リジリエンシーが高い人の特徴には、自分を信頼し問題解決を信じられる、未来は今より良くなると思

える、欠点や失敗も含めて自分を受け入れる、他者を信頼して助けを求められる、事態を客観的に見る、

必要ならリスクをおかすことができる、などが挙げられています。

とても簡単に言うと、「なんとかなるさ」・「これでいいのだ」・「まずやって

みようか」と思えるかどうか、ということだと思います。こうした考え方は、

問題対処の仕方や周囲のサポートから、身につけたり高めたりすることもで

きます。また、気持ちが沈んだり追い込まれたりすると、どうしてもそんな

ふうには考えられない時もありますから、「なんとかなるさ」・「これでいいの

だ」と思えているかどうかは、自分の心の状態を知るバロメーターとしても

使えそうですね。

岩手県予防医学協会 臨床心理士 坂下史絵

（メンタルヘルス相談員）
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３．１０～１２月の研修のお知らせ ＆ トピックス

(1) １０月～１２月の研修開催予定
１０月～１２月の開催予定の研修の日時とテーマは次のとおりです。講師、会場等の詳細につきましては、同封

しました下半期研修計画予定表をご参照ください。

衛生管理者等研修

１０月 ８日(金) 13:30～15:30 健康改善対策のための運動への取り組み

１０月１５日(金) 13:30～15:30 リスクアセスメントと労働衛生

１０月２１日(木) 13:30～15:00 職場におけるうつ病とその他の精神疾患などの基礎知識

１１月１６日(火) 13:30～15:30 メンタルヘルス対策における法律関係について

１１月２６日(金) 13:30～16:00 職業復帰支援の具体的進め方（事業主支援ワークショップ）

１２月 ９日(木) 13:30～16:00 職場でのメンタルヘルス不調となった労働者へ対応の実際

１２月１０日(金) 13:30～15:00 一酸化炭素等中毒、酸欠等防止対策

１２月１５日(水) 13:30～15:30 病院におけるホルムアルデヒドとエチレンオキシド対策

カウンセリング研修（５回シリーズ）

１０月１８日(月) 13:30～16:30 認知行動療法（CBT）の職場での活用法①

１１月１５日(月) 13:30～16:30 認知行動療法（CBT）の職場での活用法②

１２月１３日(月) 13:30～16:30 認知行動療法（CBT）の職場での活用法③

産業医研修

１０月２３日(土) 13:30～16:30 職場巡視の勘どころ（実地研修）等 （一関市医師会との共催研修）

１１月２７日(土) 14:00～17:00 作業環境測定の方法（実地研修）

委託事業（産業医対象）

１１月 ６日(土) 13:05～17:00 産業医に対するメンタルヘルス対策等に関する研修

その他（中災防事業） 中災防岩手県支部（岩手労働基準協会）による開催

１１月１８日(木)13:30～16:30 自殺予防対策セミナー

(2) 研修のトピックス

① １０月の体育の日に関連して、９月の労働衛生準備期間に労働衛生の重点事項である健診有所見者率の改善対

策の各種研修・セミナーを展開しましたが、その締めくくりとして、運動への取り組みの研修を実施します

② １０月から、今年度２回目のカウンセリング研修シリーズとメンタルヘルス対策研修シリーズを始めます。

カウンセリング研修シリーズのテーマは、要望が多かった「認知行動療法（ＣＢＴ）」を取り上げます。その

エッセンスや手法を職場でのメンタルヘルス対策など、産業保健活動を円滑に行っていくための研修です。

メンタルヘルス対策研修シリーズのテーマは、１回目のシリーズでは十分に取り上げることのできなかった職

場でのメンタルヘルス不調の労働者が発生したときに必要とされる各種精神疾患の基礎知識と法律関係を取り

上げます。１２月には、実際に職場でこれらの知識を活かしていくための事例を基にした、ケースマネージメン

トを実習する構成としました。

両方のシリーズとも、相談・問合せの多い事項を踏まえて構成しましたので、実務には大変役立つものと考え

ております。

③ 危険・有害作業に関しては、法令等の規定された対応の履行が必要となります。今回は、｢リスクアセスメン

ト｣｢一酸化炭素･酸欠｣｢ホルムアルデヒド等｣の各種対策について、的確に法令等が遵守できるよう具体的な対応

方法を知っていただくことを目的として研修を開催します。

編集後記

今年の猛暑もやっと収まり、１０月になって、すごしやすい季節となってきました。この月は全国労働衛生週間が実施さ

れ、体育の日も設けられています。各事業場でもいろいろな健康対策に取り組むことをお聞きしていますが、当センターで

も、この秋は、メンタルへルス対策にもメタボ対策にも効果のあるスポーツの秋に取り組めたらいいな、と考えています。

ご意見、ご感想は、当センターホームページ（UＲL http://www.sanpo.03.jp/）でお受けしております。


